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国際結女皆と日本弘容





























































































































































































































































t同宣の方法L のようねず－ -:Z IC 参老 IC. 1”をる卒がみ h レ itζ ぬ自際何倍！こっ
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紅白耳目閉九時っ λlePRっt4 'G の ） y 7 ート！こ容し fL ア「白人｜式手くは広島
県ヒ犬何県 I~ 住人 i' Ir¥ ~.ますc，今回了ソケー卜 t @2.iこの l京英語 -IQ_ ＃告に
す 3 ＇／「国人 I：？長 t~。吃似 lま汁 If} /._ I~ 対 L1 の了ンケー十げ宴会主てf 田宮肯
























































































( ？宍わらつが質問し tc..r.~ 自で事~ . 
日ネ人ヒ純惜し c. In 私的升国人民りも日ネ人 L純士宮し Z める Y「白人 J~ ；）
• J::: 吃 t 'l し日鮮度九取る
日キ Z土全の 1黄色元会げ入札 3 之と－~.;irnすき可~ (1列者欠誌の使用，右歳暮）
．日本！こ V\ ~ 乙＇（. ti 邑？ポ γ N- ~ 
守’L、＠~感 U る
相，しくねるようね買おぐする



















































































































































































































































































































































































































































































































































Y宍のよ可 l L. 聞竹 7℃： ll7「国人材ta 卒 k. VJ る之℃ tf 日本丸念 1c. も2 弘 5
it 'b 11に抗 It. え tJJ ic' L 忠、オJ 1'l るもの＼－：. ：，，－ 付けて下さレ）J
以下の表 Ii 亡の質問セ長ぢ．
生j守 ンt付けれム似 II＼質省
日本ICイ兄 l ＜立つよう主主 f工事 9 3 
日本吉E の白色村 ち l
在日知閉 ¥3 2. 
日本人とか古宇告 之 s 
升国人の函籍









































































升白人 IC 西R干名し k 了ジケー卜の介~泉
ア「畠は：：. ~2亦しれ了ンワートの自白勺 I~ 8 ＊ λ とか抗告し 1 布、 5 ，ピのよう｜に日本人の伝の Jr 国人｜こ如し 11催、皮が丸 lVi,tc. ね九三つの主易会＼'C..
つ川開 Y) 1 Ol t＼。九円つ li及~.の主嘉倉仕事の仲間rufi- n λ でが。
lt_ l l 宅の三つの場合 I~ O れて。三つぎの~ ro~えした．
F直的拡；欠の r う｜乙聞h t~. irB 卒人にかち全島有 3 乙とねて決まヲ 1 甘う
ぜの広三＼（，日本人の鮭dげ変勺 l In っtc.Ji.!J 
fα）・よりイ是しく 1 寸－ 7・ン lになったわ、
（ゆ・よフよ之よてしく車ヲれか





























友達の域全 ll- は Lt の升国人 l乙対 L 1 ほんのやずYtc' tf変竹つい
〈乙ヒバ＇）すげる。し刀し？＇ラ 7η、 5 見るよう／（. ；.まフ管く吋・くじに 1' 
はお町村もし札tdν1 。アン 7 ートの営 i のうち句fr~ Iホ（日本人 ζ :r-~ 女~す 3 と℃ tl；.＇犬まよげら）（館空の℃員 lこ比マ‘＜.）慢しくてオ－ 7・ンむ態度 le. rj主
m.1 屯 5 及川と令 J, 1?"331井ょう11 しく Z オーアン Q 態度！こ L 1c. t:i~、与し」ヒ冠
王 tL.，王理由℃し l_＇友達似易会＼c, Iま乞のうす国人の＇~1-0tJ~もう令合フ l "' ？，乞の 7t- 国人ヒ対 Lf' 有 7.'' 1~ イ委しに方ーアシね転Jを九耳λ フ 1 いるので’
乙の手作＼c_ l.t 車まり丈宅同士わり伏見 b 1A. 弘同骨七し札ねい。
_;t tc I式 1%.J I式日本ユ工会の↑重苦元安 It 入札 3 今1..a z. と九期伺之中t ~℃均ぅ鳴門！こを 1t.J じ管工ク~志 3ヂ·£;tJ t, 宅 L T乙。この紬専の主虫色も lXi. のよう
ず i久 t~. Y¥ tc1 ）ちか。つまヲ在！寸i' tJ る，個人的危しぺ”）レ t 'l のタ「国川付さ私的 z＇·日本完土全叶食習九安竹人仇ち iL t~ く 1~ 官リ IL. 気 I＂~しね h の 1''
lト U h t:1 ~ 7 ＇／）＇ 。もろ一つの主自由｜ホ tをの舛個人防総長約 3前！こわ 3 日
生 λ の衣 l• ~？守っ（ V) ~めで’ふる特j支（高室九し工くれるの τ）日本ハ↑震
1$' "t 有 e 存安！？入札う札 l h ~のす It f.J 1r ずるヲか。
自主の1幕合と Ji？庁の λ の工易告の中 1・給食島有~ z ℃ h＇＇＇；夫まで h、う
降、定げいやっ 1 いくと℃が砂川と告っ 1 よレ1 付もし似私的。 し村、しピのく
る n 之わク「国人 IC 知す 3 降、皮げ交わっ Z 阿った句、乙の銅色 τ’ははつをつ分 h、
ち白川げ、ワド 57 灯る見 il- j記’ 5t 国人の性干名九よく，！｛t）も均的場£1::. ＼~~賜矢口フ特定の場合）日本 λ と紙偽有る乙とず汗国人 'L OJ 飽イキ It..彩管瓦 S z., 
Zη ちので1 はお 'n t" ？＞ちかヒ＼：：：. )1' く「よ芝よどし；態法屯取 ~I仔想通り管 l永｜ま t んど、乙の官町！こ「全 i~~ ヒ容 1 tc.)lX.~ の質問 7＂は令市ぐ℃も守信町人の怯l吉川主主特
高村矯＼'t ;):. :> l うを（むか、~ち札3 之 1 ザ lか伶ヮ寸t " ー
と乙で今し気 1-:.. T.J ~ の Id- 日ヰ人l（配布した了ンヤートヒクf 国人 k
配布 L f-:. J ンケート 1-:. 'l. ，？：. ちどとろ非 h が歩五点、 7-＇＇志志 h (RJー 1i’日苓人的 7 ンケート T' 1~9fi件 l的貢尾P ヮキin り人「のま易令「臼卒材会内惜官九~
け入がらい之工九其何日」℃ h う官却｜乙 IJ,,_J. つ当 7 I丈まず：ii. Vljと常川が視し h埼の土場合 l't Iホヲ仰向σ質的k 唱 1 Ii. ま ~J ヒ寝 i. tこ z 1化
亙タI t謹八内 －1 ：＿，， けート小織早）~にγ 五乞逆 1-c. 志コ ζ しま －.） 1r. J:: う le 丸
ら中＇＼. ~‘ も本人 L総合告し ts とにで日卒 3土念 iに受け λ が久仇易くねっ t:. 1J~ 
とわう寝閉 IC-BG% let.官民して l斗%は反対した。し向、し...B ヰ人 t.,'.fi. yg し
tc守矢でも日年｝：工全＼C；！官！？る <tl f'l. 円 ζ 忠、ラ安iきちザ向う lζ 受け人十t う ψし
ていると思・う川℃ n う寝前 l(_ th%弘川乙」と容 1-- t-:. 0 Eζ の~ID% le pたの朱
件げピの符皮日卒社ゑ le 受け人帆J~ 1'\._ 免くねっT仁℃ m う乙℃1閑｛与す 3 乙
思うわ、と m 子みう K 間 h f乙。ごの 1費問の結果は J更の γ ーシ iに志~ 0 
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最？えIC 乙の質隠元町 h t｛；；ちT 国 λ 付、t B キ ~J 公 K 安！？人制ろ i1 ~ 1r. 
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ラ’弘 もう一つ lホ B 本社会の慣習’ v受け入札う 3 之℃え如何す a. t. 円
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日本．人と対錯し 1 Vi ~升国人出1 京ぜIB.:$+.:t 全 k_ 1記 l寸入料ろ竹見
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